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￥7,500

清涼寺裂
宝尽梅入雲文
山梔子文
　　黄地小真田間道
　　東福寺裂
　　福寿吉祥果文

八坂さん

　　

鶸色ひわいろ　帛紗・古帛紗　北村徳斎製のご紹介です！　　

七夕では里芋などの芋の葉にたまる

平成29年武者小路千家
お家元ご家族がご来店

行者餅床　信春筆　祇園會図十二枚の内　月鉾
　　　　　　信長公より利休拝領と伝来
花　祇園守　金水引
花入　認得斎一重切　祝の樽
香合　円能斎好　冠
棚　坐忘斎好　和親　黒四角

釜　独楽形渦紋　浄雪
水指　現川焼　縮緬ちりめん刷毛目
薄器　蘇民将来棗　　元斎宗哲
茶杓　玄々斎　銘　大祓麻
茶碗　不見斎手造赤平
　　　膳所焼　祇園會　月

蓋置　円能斎好銀三宝
建水　エフゴ
菓子　行者餅
菓子器　淡々斎好
　　　　水玉透　即全

鶸色帛紗 ￥3,500～

朝露を集めて墨を擦り、それで願い事を書く習慣があります

朝露は月から落ちた天の水。その水で墨をすって字を書くと
字が上手くなったり文章が上達するといわれています。

加藤利昇講演会
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―北村徳斎帛紗店ー

奥山美峰　色紙茶箱
　

「名水百選」に選ばれた竹田湧水群。大分県久住は阿蘇山系の湧水の中でも

透明度とあっさりとした味わいが高く評価をされています。

今回のプチ茶会は「名水立」　お薄一服　どうかお気軽にお洋服にてお立ち寄りくださいませ！

不徹斎宗守の長男として生まれる。平成15年4月後嗣号「宗屋」を襲名し、同年6月京都紫野大徳寺にて

故福富雪底前管長より「隨縁斎」の斎号を授与されました。平成19年に茶机「天遊卓」を好み、現代の生活様式に

合わせた新しい形の立礼卓を生み出しました。平成20年には文化庁文化交流使としてアメリカに渡り、1年間

ニューヨークを拠点に茶の湯文化の普及に努めました。茶道具はもとより日本美術史から古美術、現代アートに

いたるまで造詣が深く、現在多方面の芸術家との交流を積極的に行い、活動の幅を広げています。

平成25年1月　京都府文化賞奨励賞を受賞しました。

十五代 隨縁斎宗屋（ずいえんさいそうおく） 1975-    


